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全校生で給食～食を通してつながる～ 

６年ぶりにランチルームに全校生がそろいました。令和元年度末の新型コロナウイルス

感染症対応として、教室での学級給食を始めて以来、少しずつ再開していたランチルーム

給食。この６年間で、職員も含め３０名以上の増加があり、椅子や配膳台を新調すること

で、６月から全校生によるランチルーム給食が実現できました。 

「ランチルームはレストランと同じ。マナーを守って気持ちよく食事をしましょう。」 

服装を整え、手を洗っての入室、黙って配膳、「いただきます」の後のもぐもぐタイ

ム、なごやかタイムでは食事が終わっている人は近くの友達とおしゃべりを楽しむ、心を

こめて「いただきます」「ごちそうさま」の挨拶、そして、食事の後はさっぱりとお掃

除。 

作り手、食べ手の顔が見えるランチルーム給食、毎回調理したてのあつあつ・いいにお

いの給食を全校生で楽しむことができる、本当に幸せなことだと思います。ランチルーム

の席では、同じテーブルの友達と向かい合せ、近くにはペア学年の友達も座っています。

同じ場で食を楽しみながら、全校生がつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令和７年７月２日  

綾川町立滝宮小学校 
９ 

新設「ことばの時間」 

「小学校低学年の学力差の大きな背景に語彙の量と質の違いがある」 

中央教育審議会答申でも指摘されているように、語彙はすべての教科等の学習や学習の基

盤となる言語能力を支える重要な要素であると言われています。このことは、本校の子どもた
ちの姿からも感じられることです。また、「ことば」を通して気持ちを伝える、相手の気持ちを
「ことば」から考えることが十分でなく、そのことが原因によるトラブル・困難さも日常生活の
中に見られることがあります。 
今年度は、そんな「ことば」に焦点をあて、朝の活動の時間「ことばの時間」を設定しまし
た。語彙を増やし、適切に使える・理解できるにつながる「ことばとなかよくなる」時間です。 
 

 

 

 

 

 

６月５日「ことば見つけ」 
「あ」から始まる言葉を見
つけたよ。友達ときき合う
と、いろいろな言葉が見つ
かったよ。 

・数字で話そう 
・ランキングトーク 
・ふさわしい言葉は？ 
毎回、内容を変えながら取り組
んでいます。 



  

  

 

 

 

 

 

綾川町 小中学校 親の会「グッデイ」のご案内 

「グッディ」は、不登校や行き渋りについて一緒に考えたり、悩みを話し合ったりする会です。今回
は、町内で利用できる施設や行事の紹介、夏休みの過ごし方について話し合う予定です。どうぞ お気
軽にご参加ください。(参加申し込みは不要です) 

◇期 日  令和 ７ 年 ７ 月 ２９ 日(火)  14：00 ～15：３0 
◇場 所  生涯学習センター研修室 (町役場東) 
◇対 象  綾川町にお住いの小中学生の保護者・ご家族 
◇事務局  綾川町教育委員会  綾川町スクールソーシャルワーカー 

【お問い合わせ先】綾川町教育委員会担当  (087-876-1180) 
または、各小中学校スクールソーシャルワーカー 

 

 

 

 

 

 

７月 ７日（月）クラブ活動 

        ライフジャケット体験（2・4・6 年） 

        スーパーマーケット見学（3 年） 

   ８日（火）租税教室（6 年） 

  １０日（木）着衣泳（1・3・5 年） 

  １５日（火）非行防止教室（4・6 年） 

        「加藤文庫」感謝の会 

   １６日（水）１７日（木）期末懇談会 

       ４時間授業下校 12:40 

１８日（金）終業式  

４時間授業下校 13:00 

１９日（土）～ 夏休み 

  

 ８月以降の主な行事予定 
 ８月 ２日（土）夏祭り 

   ２３日（土）PTA 奉仕作業 

   ２５日（月）全校登校日 PTA 役員会 

 ９月 １日（月）始業式  

４時間授業下校 13:00 
２日（火）水曜日課５時間授業 
          下校 14:10 
８日（月）委員会 
     人権擁護委員さんとのあいさつ運動 

１６日（火）小児生活習慣病採血（4年） 
１９日（金）ヒロシマ平和学習（6年） 
２２日（月）クラブ活動 
２９日（月）委員会 

 

 

７月の主な行事予定 予定ですので、変更する場合があります。 

我が家の「しつけ」どうする？ 

「しつけ」のねらいって何だろう？                       
「しつけ」の元々の意味は、着物を縫うときに仮に縫い付けておく「しつけ糸」のこ
と。しつけ糸は、着物が縫いあがったら外すもの。つまり、しつけの成功は、「しつ

け」がなくなっても子どもが自ら考え、適切に行動できることにあります。そこから
考えると、しつけの本質は「しっかり縫い付ける」＝厳しく注意することではありま
せん。大切なのは、「いかにしつけ糸を外すか」＝しつけられた結果“子どもが自分か
らできるようになること”です。このことを頭に入れ、我が家のしつけで大切にした
いことを、家族で話し合っておけるといいですね。 
「しつけ」を進める上で                            
「強い言葉で子どもを脅してさせる」関りよりも、「子どもに自分でやってみる気に

させる」関りが「しつけ」の近道です。 
出典：香川県教育委員会「子育てハンドブック今こそ家庭教育」 

先日の学習参観には、多くの保護者の皆様がお越しくださり、ありがとうございます。学級開き

から 3か月、お家の方に見ていただく緊張感を感じながらも、どの学級も友達と学び合うことを楽

しむ姿が見られました。また、正門への出入りのルート確認についてもありがとうございました。お

かげで、大きな混雑もなく、スムーズな出入りにつながりました。ご協力に感謝いたします。 

お知らせ 


